
第２章 砂川市の住まい・住環境の課題と展開方向 

 

２．砂川市の住まい・住環境に関する検討事項と展開方向 

 

ここでは、国・北海道・砂川市の施策を通して整理された住まい・住環境に関する今後の検討事項に基

づいて、市の住まい・住環境の展開方向を位置づけします。 

展開方向の位置づけにあたっては、これまでに整理された今後の検討事項、及び砂川市住宅マスタープ

ランにおける住宅施策の展開方向と北海道住生活基本計画における住宅政策の８つの視点を踏まえ、砂川

市における「住宅施策の視点」を設定し、整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○人口・世帯数の減少 

○これからの住宅の「質」 

○良質な住宅ストックの形成と長期的利用の

促進 

○住宅の持つ社会性 

○他分野との連携による総合的な施策展開 

○地域に根ざした住宅関連産業の振興による

域内経済の活性化 

○居住ニーズと住宅供給のミスマッチの解消 

○地域性に応じたきめの細やかさ 

◎移住定住の促進 

◎長く安心して暮らし続けられる住まい 

◎誰もが安全・安心に暮らせる住環境 

◎まちなか居住の推進 

◎環境重視型社会への配慮 

◎公営住宅等の良質なストック形成と適

切な維持・管理 

北海道における住宅政策の視点 

［北海道住生活基本計画 

（平成 24年３月見直し策定）］ 

砂川市住宅マスタープラン 

における住宅施策の展開方向 

（平成 16年度策定） 

砂川市における今後の検討事項 

（前節で整理した検討事項の一覧） 

○高齢者等が安心して暮らせる住宅ストック

の形成 

○多様なニーズに対応した良質な住宅ストッ

クの形成 

○安全・安心に生活できる住宅取得への支援 

○まちなか居住の推進 

○地域の産業活性化 

○循環型社会を支える住宅・住環境づくり 

○環境への負荷を低減する住宅・住環境づくり

砂川市における住宅施策の視点 
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